
秋田地酒、民芸品の店

御狩場焼缶好評発売中
樹の下や よしなり樹の下や よしなり

角館町表町下丁　TEL0187-55-4133

ご
協
賛
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

仙北市角館町駅通り
TEL 0187-54-2367

ホテルフォルクローロ角館
JR角館駅隣接のホテル
ご宿泊・レストラン

角 館 岩 瀬 店
角館武家屋敷店

元祖究極の比内地鶏親子丼が食べられる店

〒014-0325 秋田県仙北市角館町東勝落丁９
TEL0187-54-2527  FAX0187-53-3767

〒014-0323 秋田県仙北市角館町横町２７
TEL0187-53-3003  FAX0187-53-3767

http://www.sakuranosato.net

有限会社村田弘建築設計事務所

秋田市八橋三和町18番15号
TEL (018)823-4345

http://www.mrt-arch.co.jp

代表取締役　村田　良太

お祭りは冷たい肉そば
木のぬくもりで未来を創造する

〒014-0354
秋田県仙北市角館町水ノ目沢 79-1
TEL 0187-53-2504  FAX 0187-53-2505

株式会社 黒澤製材所

株式会社瀧神巧業
確かな技術を誇りに

〒014-0372  秋田県仙北市角館町小館54
TEL.0187-54-2311 FAX.0187-54-2710

〒014-0392
秋田県仙北市角館町中菅沢81-8
TEL 0187-43-2277 FAX 0187-55-1515

一般社団法人

仙北市農山村体験推進協議会
本　　　社　TEL 018-888-2300
大 仙 支 社　TEL 0187-63-8199

ALSOK秋田株式会社

https://tazawako-kakunodate.com/

観光に関するお問い合わせ

仙北市田沢湖観光情報センター
フォレイク
〒014-1201

秋田県仙北市田沢湖生保内字男坂68
TEL.0187-43-2111
FAX.0187-43-2077

仙北市観光情報センター
角館駅前蔵
〒014-0369

秋田県仙北市角館町上菅沢394-2
TEL.0187-54-2700
FAX.0187-54-1755

西木観光案内所
〒014-0516

秋田県仙北市西木町小山田字八津249-1
TEL.FAX.0187-42-8480

自家栽培　石臼挽自家製分
十割手打蕎麦処

そばきり長助
住所　０１４－０３２４　秋田県仙北市角館町小人町２８－５
電話　０１８７－５５－１７２２

・宿泊
・日帰り入浴
・お食事

あきた芸術村

TEL0187-44-3333

お
祭
り

令
和
５
年

令
和
５
年

９
月
７
日　

・
８
日　

・
９
日

９
月
７
日　

・
８
日　

・
９
日

お
祭
り

角
館
祭
り
の
や
ま
行
事（
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産・国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
）

角
館
祭
り
の
や
ま
行
事（
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産・国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
）

木

金

土

　
　

◆

曳

山

の

み

ど

こ

ろ

七
日
　
午
後
四
時
〜

神
明
社
参
拝
、十
八
台
の
曳
山
が
一
斉
に
神
明
社
へ

八
日
　
午
前
十
時
〜

各
曳
山
が
武
家
屋
敷
通
り
に
入
り
佐
竹
北
家
ご
当
主
へ
お
見
せ
に
ま
い
り
ま
す
。

午
後
五
時
三
〇
分
〜
町
内
八
ヶ
所
で
観
光
や
ま
ぶ
っ
つ
け（
次
頁
別
表
）、

薬
師
堂
参
拝
の
ほ
か
各
曳
山
と
も
町
内
に
見
せ
な
が
ら
自
由
に
動
き
ま
す
。

九
日
　
午
前
十
時
〜

薬
師
堂
参
拝
の
曳
山
、あ
る
い
は
町
内
に
見
せ
る
曳
山
な
ど
。夜
八
時
頃
、夕
食
後
、

各
曳
山
は
偵
察
員
を
出
し
作
戦
を
練
り
な
が
ら
曳
山
ぶ
っ
つ
け
の
相
手
は
ど
こ

か
、一
番
ス
リ
ル
に
富
ん
だ
時
間
と
な
り
ま
す
。十
日
未
明
ま
で
続
き
ま
す
。

　
　

◆

お

祭

り

の

解

説

山
車
（
曳
山
、
や
ま
）
＝
祭
の
「
余
興
」
と
し
て
出
さ
れ
た
も
の
で
す
が
今
で
は
祭
の

　
　

主
役
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
古
く
は
薬
師
堂
の
祭
に
つ
い
た
も
の
と
い
わ
れ

　
　

て
い
ま
す
。

上
り
や
ま
＝
目
的
地
（
神
明
社
、
佐
竹
北
家
、
薬
師
堂
）
へ
向
か
う
と
き
の
曳
山
を
い

　
　

い
ま
す
。
囃
子
は
重
々
し
く
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
セ
ー
ヤ
ー
ド
ド
ン
と
い
う
囃
子

　
　

で
す
。

下
り
や
ま
（
道
中
）
＝
目
的
地
で
参
拝
、
お
見
せ
し
た
後
の
帰
り
の
曳
山
を
い
い
ま
す
。

　
　

囃
子
は
、
ペ
レ
レ
、
ペ
レ
レ
と
軽
い
テ
ン
ポ
で
、
道
中
と
も
い
い
ま
す
。

交
渉
（
こ
う
し
ょ
う
）
＝
曳
山
が
丁
内
に
入
る
と
き
、
曳
山
と
曳
山
が
出
合
っ
た
と
き

　
　

に
交
渉
と
い
っ
て
黄
色
い
タ
ス
キ
を
か
け
た
曳
山
の
交
渉
員
が
挨
拶
と
話
し
合
い

　
　

を
し
ま
す
。
曳
山
で
は
重
要
な
役
目
で
交
渉
状
況
に
よ
り
道
を
ゆ
ず
る
こ
と
に
な

　
　

り
ま
す
。

張
番
（
は
り
ば
ん
）
＝
各
丁
内
に
設
置
さ
れ
、
神
明
社
と
薬
師
堂
の
御
輿
を
迎
え
て
町

　
　

内
の
安
全
、
加
護
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
曳
山
の
出
入
り
の
許
可
や
町
内
で

　
　

の
ト
ラ
ブ
ル
の
交
渉
に
も
あ
た
り
ま
す
。
各
丁
内
と
も
年
番
組
織
で
運
営
を
し
て

　
　

い
ま
す
。
昔
は
自
丁
内
の
曳
山
の
動
き
も
こ
こ
か
ら
指
揮
し
ま
し
た
。
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下中町中町
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西
野
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原
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谷地町
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部
横
町

大
横
丁
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館
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横
町

駅
通
り

外ノ山
通り
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古城山

田町山

菅沢

みのり台

巴町

下新町 下岩瀬町
岩瀬上丁 岩瀬本丁 岩瀬中丁

岩瀬勝楽

下タ野

岩
瀬
浜
丁

玉
川
丁

大
塚

岩瀬町

田町

田町上丁

竹原町

田町下丁

大曲支援学校
せんぼく校

至大仙市・横手市 岩瀬橋

至田沢湖・盛岡市

至田沢湖・盛岡市

至
西
木
・
北
秋
田
市

至鷹巣

こまくさキャンパス

内
川
橋

横
町
橋

古
城
橋

鵜ノ崎橋

至秋田市

341

341

341

★神明社/桶狭間の合戦 大高城兵糧入れ
★薬師堂/忠義の導き　長篠の合戦
★立　町/神霊矢口渡

★角館こども園/甕割柴田
★９月８日10：00～11：30

★９月８日10：00～17：30

角館こども園→駅通り→コマツ洋品店→神明社

武家屋敷通り  旧石黒（恵）家

７日木 16：00～ 角館總鎭守神明社 参拝
８日金 10：00～ 佐竹北家上覧
　　　16：30～ 勝楽山成就院薬師堂 参拝
　　　17：30～ 観光用山ぶっつけ
９日土 10：00～ 勝楽山成就院薬師堂 参拝

●酒王秀よし
●コネクト　●JR東日本秋田支社
●菅原建設　●秋田金融懇話会

合名会社 鈴木酒造店

角館こども園ミニ山曳廻し

曳山

大置山

特別協賛

この線で折ってご利用ください。この線で折ってご利用ください。

❷

❶
伝統芸能飾山囃子と秋田民謡
・浅野梅若社中
・藤原ミサ子社中
 8日①14：00～ ②16：00～ ③18:00～
 9日①14：00～ ②16：00～ ③18:00～

民謡・歌謡・新舞踊ショー
・藤川佳子・山川大助・藤原美幸
・大曲玉扇会
 8日①14：00～16：00 ②19：00～21：00
 9日①14：00～16：00 ②19：00～21：00

横町（横町パーキング）

岩瀬町（立町十字路）

舞台

武家屋敷の通りが
　　一大時代絵巻に！！

お祭り

９/７㊍９/７㊍
黄　　色エリア

緑　　色エリア ※岩瀬町・下新町

㊟：岩瀬浜丁（岩瀬北野線以南～JR高架下まで）16：00～24：00㊟：岩瀬浜丁（岩瀬北野線以南～JR高架下まで）16：00～24：00

※下岩瀬町・岩瀬上丁
　岩瀬本丁・岩瀬中丁

※岩瀬町・下新町

各曳山が角館總鎮守神明社参拝の為、南側へ集中することから
北側から段階的に交通規制範囲を縮小いたします。曳山運行の
　　　　　妨げとなりますので、交通規制解除エリアへの路上
　　　　　駐車・停車はご遠慮ください。

各曳山が角館總鎮守神明社参拝の為、南側へ集中することから
北側から段階的に交通規制範囲を縮小いたします。曳山運行の
　　　　　妨げとなりますので、交通規制解除エリアへの路上
　　　　　駐車・停車はご遠慮ください。

※下岩瀬町・岩瀬上丁
　岩瀬本丁・岩瀬中丁

16：00～19：00

16：00～22：00

オレンジエリア 16：00～26：00

町内全域駐車禁止町内全域駐車禁止

令和５年「角館のお祭り」大置山一覧表

設
置
場
所
／
作
者

人
形
外
題

解
　
　
　
説

角
館
總
鎮
守

　
　
　
神
明
社

桶
狭
間
の
合
戦

大
高
城
兵
糧
入
れ

・
松
平
信
康

・
織
田
信
長

・
今
川
義
元

・
服
部
小
平
太

・
毛
利
新
介

人
形
作
者

　
・
角
館
き
が
た

　時
は
、戦
国
時
代
の
一
五
六
〇
年
。駿
河
、遠
江
、三
河
の
三
国
を
支
配
す
る
大
名
の
今
川
義
元

は
、京
へ
上
洛
し
天
下
統
一
を
目
指
す
。

　上
洛
へ
の
道
筋
に
は
、織
田
信
長
の
統
治
す
る
尾
張
国
が
あ
り
戦
い
が
始
ま
る
。先
鋒
を
務
め
た
の
が

松
平
信
康
、後
の
徳
川
家
康
で
あ
る
。信
康
は
、極
め
て
危
険
な
任
務
を
今
川
義
元
に
命
令
さ
れ
、合

戦
地
の
拠
点
大
高
城
へ
不
眠
不
休
で
兵
糧
入
れ
を
征
す
る
。

　し
か
し
、兵
糧
入
れ
が
勝
利
の
好
機
の
な
る
戦
法
で
あ
っ
た
が
今
川
義
元
は
、織
田
信
長
に
奇
襲
を
受

け
、敢
え
無
く
討
ち
取
ら
れ
る
。こ
れ
が
奇
襲 

桶
狭
間
の
合
戦
で
あ
る
。

勝
楽
山

成
就
院
薬
師
堂

忠
義
の
導
き

　
長
篠
の
合
戦

・
鳥
居
強
右
衛
門

・
奥
平
信
昌

・
武
田
勝
頼

人
形
作
者

　
・
角
館
き
が
た

岩
瀬
町（
立
町
）

神
霊
矢
口
渡

・
お
舟

・
頓
兵
衛

・
六
蔵

・
新
田
義
興
の
神
霊

・
新
田
義
峯

人
形
作
者

　
・
広
目
屋

　時
は
、天
正
三
年（
一
五
七
五
年
）戦
国
時
代
。

　武
田
信
玄
率
い
る
赤
備
え
武
田
軍
は
、三
方
ケ
原
の
合
戦
に
て
織
田
・
徳
川
連
合
軍
に
圧
勝
し
た
。

徳
川
家
康
の
領
地
・
三
河
へ
向
け
て
侵
攻
す
る
が
病
気
に
よ
り
武
田
信
玄
が
急
死
し
て
し
ま
う
。武
田

軍
は
、本
国
甲
斐
国
へ
引
き
返
す
の
で
あ
っ
た
。　武
田
家
の
あ
と
を
継
い
だ
武
田
勝
頼
。信
玄
の
遺
志

を
受
け
継
ぎ
、織
田
・
徳
川
連
合
軍
と
の
戦
い
を
継
続
し
徳
川
の
領
地
の
長
篠
城
を
侵
略
し
城
を
囲

み
攻
撃
を
仕
掛
け
る
。

　長
篠
城
主
の
奥
平
信
昌
は
、徳
川
家
康
に
助
け
を
求
め
る
の
で
あ
っ
た
。助
け
の
役
目
を
預
か
っ
た
の

が
、こ
の
合
戦
で
の
有
名
と
な
る
鳥
居
強
右
衛
門
。六
〇
キ
ロ
の
距
離
を
走
り
援
軍
要
請
後
、戻
る
途

中
で
武
田
軍
に
処
刑
さ
れ
る
が
こ
の
勇
気
と
忠
義
心
に
よ
っ
て
長
篠
城
は
守
ら
れ
、織
田
徳
川
連
合
と

武
田
軍
の
設
楽
原
で
の
長
篠
大
合
戦
が
始
ま
る
の
で
あ
っ
た
。

　後
に
連
合
軍
は
、馬
防
柵
と
新
戦
法
・
鉄
砲
三
段
撃
ち
の
鉄
砲
隊
。こ
の
作
戦
は
、武
田
軍
の
伝
統

騎
馬
隊
に
壊
滅
的
な
打
撃
を
与
え
総
崩
れ
し
織
田
・
徳
川
連
合
軍
の
圧
勝
で
終
わ
り
、織
田
信
長

の
天
下
統
一
へ
向
け
て
ま
た
一
歩
近
づ
く
の
で
あ
っ
た
。

　明
和
七
年（
一
七
七
〇
年
）初
演
。作
者
は
福
内
鬼
外
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
の
平
賀
源
内
。江
戸
で
作
ら

れ
た
義
太
夫
物
の
作
品
の
中
で
傑
作
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　南
北
朝
の
合
戦
で
敗
れ
た
新
田
義
貞
側
に
対
す
る
足
利
軍
の
残
党
狩
り
が
厳
し
い
中
、義
貞
の
子
・

義
興
は
、武
蔵
国
の
矢
口
の
渡
し
で
船
頭
頓
兵
衛
に
は
か
ら
れ
、玉
川
を
渡
る
途
中
溺
死
し
て
し
ま
う
。

　義
興
の
弟
・
義
峯
も
矢
口
の
渡
し
ま
で
落
ち
て
き
て
一
夜
の
宿
を
求
め
る
が
、そ
れ
が
頓
兵
衛
の
家
で

あ
っ
た
。頓
兵
衛
の
一
人
娘
・
お
舟
は
頓
兵
衛
の
子
分
の
六
蔵
に
く
ど
か
れ
る
ほ
ど
の
美
人
で
あ
っ
た
が
、

義
峯
を
見
て
ひ
と
目
惚
れ
を
し
て
し
ま
う
。

　一
方
、義
峯
を
討
ち
取
り
賞
金
を
得
た
い
頓
兵
衛
は
、寝
所
に
見
当
を
つ
け
て
刀
で
突
く
。が
、刺
し

た
の
は
身
代
わ
り
に
な
っ
て
い
た
娘
の
お
舟
だ
っ
た
。そ
ん
な
娘
の
願
い
も
き
き
届
け
ぬ
強
欲
非
道
な
頓
兵

衛
は
逃
れ
た
義
峯
を
小
舟
で
追
っ
て
行
く
。お
舟
は
息
も
絶
え
絶
え
に
落
人
捕
縛
の
知
ら
せ
の
太
鼓
を

打
ち
義
峯
包
囲
網
を
と
く
。

　小
舟
を
こ
ぐ
頓
兵
衛
の
前
に
義
興
の
神
霊
が
あ
ら
わ
れ
新
田
家
の
家
宝
の
矢
に
よ
っ
て
頓
兵
衛
は
絶

命
す
る
。
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町内の交通規制がありますのでご注意ください
曳山運行の妨げとなりますので駐車場をご利用ください
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　鎌
倉
は
鶴
岡
八
幡
宮
の
社
前
。皇
位
へ
即
こ
う
と
目
論
む
悪
党
が
自
ら
に
反
対
す
る
善
良
な
る
男
女
を
捕
え
、打
ち
首
に
し
よ
う
と
し
て
い
た
。絶
体
絶
命
と
な
っ
た
そ
の
時

「
し
ば
ら
く
！
」と
大
き
な
声
と
と
も
に
現
れ
た
の
は
、２
ｍ
を
超
え
る
大
太
刀
を
持
っ
た
鎌
倉
権
五
郎
景
政
で
あ
る
。権
五
郎
は
、悪
党
共
の
首
を
瞬
く
間
に
切
り
落
と
す
。天

下
無
双
の
強
さ
を
前
に
悪
党
共
は
、な
す
す
べ
な
く
、権
五
郎
は
意
気
揚
々
と
花
道
を
引
き
揚
げ
て
い
く
の
で
あ
っ
た
。

　源
頼
朝
の
死
後
、北
条
家
が
武
家
政
権
を
行
い
、京
で
は
後
醍
醐
天
皇
を
始
め
と
し
た
皇
族
が
、政
権
を
取
り
戻
す
た
め
、楠
木
正
成
や
足
利
尊
氏
ら
と
幾
多
の
乱
を
起
こ

し
、政
権
奪
還
間
近
に
迫
る
。鎌
倉
で
は
、幕
府
に
反
旗
を
翻
し
新
田
義
貞
が
挙
兵
。攻
め
倦
ん
だ
義
貞
は
曙
の
月 

稲
村
ヶ
崎
の
海
へ
日
本
刀
を
捧
げ
、龍
神
に
祈
る
。す
る
と

潮
が
引
き
、現
れ
た
神
な
る
道
を
通
っ
て
鎌
倉
に
攻
め
、鎌
倉
幕
府
最
後
の
執
権
・
北
条
高
時
を
打
ち
、新
し
い
時
代
を
作
る
の
で
あ
っ
た
。

　清
姫
は
恋
慕
う
頼
光
と
恋
敵
七
綾
姫
へ
の
嫉
妬
か
ら
蛇
体
と
化
し
ま
す
。七
綾
姫
に
執
心
す
る
藤
原
忠
文
も
二
人
へ
の
嫉
妬
心
か
ら
鬼
と
化
し
、や
が
て
清
姫
と
忠
文
の
怨

霊
は
合
体
し
ま
す
。頼
光
と
七
綾
姫
の
二
人
が
祝
言
を
上
げ
よ
う
と
す
る
と
、清
姫
と
忠
文
の
怨
霊
が
頼
光
と
七
綾
姫
の
祟
り
殺
そ
う
と
し
ま
す
。そ
こ
へ
、田
原
藤
太
が
現
れ

大
立
ち
回
り
の
末
、怨
霊
を
退
治
す
る
歌
舞
伎
の
名
場
面
で
す
。

　美
し
く
華
や
か
な
紅
葉
の
さ
か
り
の
山
奥
で
、鹿
狩
り
に
来
た
平
維
茂
将
軍
一
行
は
、美
し
い
上
臈（
じ
ょ
う
ろ
う
）と
侍
女
た
ち
の
宴
に
誘
わ
れ
る
。こ
の
世
の
も
の
と
は
思
わ
れ

ぬ
ほ
ど
美
し
い
上
臈
の
酌
に
思
わ
ず
杯
を
重
ね
、優
美
な
舞
を
見
な
が
ら
維
茂
は
酔
い
ふ
す
。や
が
て
夜
と
な
り
神
の
使
い
が
夢
に
あ
ら
わ
れ
、女
た
ち
が
じ
つ
は
鬼
で
あ
る
こ
と
を
伝

え
、神
剣
を
与
え
る
。目
を
さ
ま
し
た
維
茂
に
、鬼
女
た
ち
が
炎
を
吐
い
て
襲
い
掛
か
か
っ
て
く
る
。

　三
方
ヶ
原
の
戦
い
に
敗
れ
、徳
川
軍
は
浜
松
城
へ
壊
走
す
る
。家
康
は
城
の
門
を
全
て
開
け
篝
火
を
焚
く
よ
う
命
じ
、ま
た
今
宵
は
節
分
で
あ
る
事
か
ら
年
男
・
鳥
居
元
忠
に

豆
を
撒
く
よ
う
申
し
付
け
た
。や
が
て
武
田
軍（
赤
鬼
の
山
縣
・
黒
鬼
の
馬
場
）が
浜
松
城
に
到
着
し
た
が
、異
様
な
光
景
に
進
撃
出
来
な
い
。徳
川
軍
・
酒
井
忠
次
が
櫓
に
昇

り
太
鼓
を
叩
い
た
。こ
の
太
鼓
の
音
を
境
に
、敵
を
打
ち
破
る
の
は
容
易
で
は
無
い
と
武
田
軍
は
引
き
上
げ
た
。こ
れ
が
本
当
の「
鬼
は
外
」と
な
っ
た…

。

　三
つ
子
の
兄
弟
　梅
王
丸
、松
王
丸
、桜
丸
。梅
王
丸
と
桜
丸
は
菅
丞
相
、松
王
丸
は
敵
対
の
藤
原
時
平
の
舎
人
と
し
て
仕
え
て
い
る
。今
日
は
父
親
で
あ
る
白
太
夫
の
七
十

歳
の「
賀
の
祝
」。三
つ
子
兄
弟
の
う
ち
、先
に
や
っ
て
き
た
の
は
梅
王
丸
と
松
王
丸
で
あ
っ
た
。先
日
、梅
王
丸
と
桜
丸
は
吉
田
社
参
詣
の
藤
原
時
平
の
車
を
襲
う
が
、松
王
丸
に

妨
げ
ら
れ
る
。そ
の
際
の
遺
恨
で
、米
俵
を
振
り
回
し
て
の
大
喧
嘩
と
な
る
。

　「
時
今
也
桔
梗
旗
揚
」は
、明
智
光
秀
が
本
能
寺
の
変
に
至
っ
た
経
緯
を
基
に
、四
世
鶴
屋
南
北
が
書
い
た
お
芝
居
で
す
。歴
史
的
な
出
来
事
や
実
存
す
る
人
物
を
描
く
の

は
、幕
府
の
目
が
厳
し
か
っ
た
時
代
、登
場
人
物
の
名
前
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
少
し
創
作
も
踏
ま
え
て
上
演
さ
れ
た
そ
う
で
す
。君
主
へ
の
謀
反
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
追
い
込
ま

れ
て
い
く
主
人
公
の
心
情
を
た
っ
ぷ
り
描
く
名
作
で
す
。

　永
禄
元
年
　正
式
に
今
川
氏
の
配
下
に
な
っ
て
か
ら
三
年
後
の
事
。松
平
元
信
は
尾
張
の
織
田
家
に
寝
返
っ
た
寺
部
城
主
鈴
木
重
辰
討
伐
に
出
陣
す
る
。戦
で
は
城
の
外
郭

を
破
り
放
火
す
る
な
ど
の
多
く
の
戦
功
を
残
し
岡
崎
城
へ
戻
っ
た
。こ
の
活
躍
に
主
君
今
川
義
元
は
大
喜
び
褒
美
に
胴
刀
を
与
え
て
評
価
し
た
。こ
の
戦
が
の
ち
に
江
戸
幕
府
を

作
っ
た
徳
川
家
康
の
初
陣
で
あ
っ
た
。

　桶
狭
間
の
合
戦
で
今
川
義
元
に
勝
利
し
た
織
田
信
長
は
、美
濃
国
攻
略
の
た
め
稲
葉
山
城
の
近
く
、墨
俣
へ
の
築
城
を
織
田
家
重
臣
達
に
命
ず
る
が
次
々
に
失
敗
に
終
わ

る
。そ
こ
で
名
乗
り
を
上
げ
た
の
は
木
下
藤
吉
郎（
後
の
豊
臣
秀
吉
）で
あ
る
。藤
吉
郎
は
蜂
須
賀
小
六
ら
と
木
曽
川
の
上
流
で
筏
を
組
み
、大
雨
の
日
に
木
曽
川
を
下
り
墨
俣

で
見
事
築
城
に
成
功
。後
に
墨
俣
一
夜
城
と
呼
ば
れ
る
。藤
吉
郎
は
こ
の
活
躍
を
き
っ
か
け
に
織
田
家
臣
団
の
中
で
頭
角
を
現
し
、出
世
の
道
を
切
り
拓
い
て
い
く
の
で
あ
る
。

　義
仲
は
平
軍
を
狭
い
倶
利
伽
羅
峠
に
誘
い
込
み
、平
家
十
万
の
大
軍
を
破
っ
た
、義
仲
軍
は
牛
の
角
に
火
の
つい
た
松
明
を
く
く
り
つ
け
敵
陣
に
放
ち
平
軍
を
倶
利
伽
羅
谷
に

追
い
落
と
し
た
。こ
の
戦
い
で
源
平
の
勢
力
は
逆
転
、義
仲
は
入
洛
を
果
た
し
、平
氏
一
門
都
落
ち
す
る
こ
と
に
な
る
。

　親
の
仇
を
討
つ
た
め
、貧
乏
暮
ら
し
で
も
日
々
鍛
錬
す
る
曽
我
五
郎
時
致
。そ
ん
な
五
郎
も
お
正
月
に
は
酒
を
飲
み
、雑
煮
を
食
べ
る
ひ
と
と
き
が
あ
る
。し
か
し
、う
た
た
寝
を

し
て
夢
に
出
て
き
た
の
は
助
け
を
求
め
る
兄
、十
郎
の
生
霊
。若
々
し
く
超
人
的
な
豪
快
さ
と
し
ゃ
れ
っ
気
を
見
せ
る
。

　嫉
妬
し
て
男
を
追
う
人
丸
姫（
ひ
と
ま
る
ひ
め
）が
釣
鐘
の
中
に
入
る
。平
景
清
の
亡
魂
が
娘
の
姿
を
借
り
て
薄
衣（
う
す
ぎ
ぬ
）を
か
ぶ
っ
て
出
現
し
て
恨
み
と
迷
い
の
振
り
の
後

に
得
脱
し
、景
清
の
姿
に
な
っ
て
き
え
る
。

　壇
ノ
浦
の
戦
い
に
敗
れ
た
平
氏
の
将
軍
・
知
盛
が
船
宿
の
主
人
に
身
を
変
え
て
生
き
延
び
、義
経
を
討
つ
機
会
を
狙
っ
て
い
た
。鎧
に
身
を
固
め
た
知
盛
が
長
年
の
本
望
を
遂
げ

る
た
め
出
陣
す
る
が
ま
た
し
て
も
敗
れ
る
。知
盛
は
大
碇
を
背
負
い
海
中
に
消
え
て
ゆ
く
。

　源
頼
朝
が
鎌
倉
幕
府
を
開
い
た
翌
年
、頼
朝
は
多
く
の
御
家
人
の
前
で
権
力
を
誇
示
す
る
為
、軍
事
訓
練
を
含
め
た
大
規
模
な
巻
狩
り
を
現
在
の
静
岡
県
、富
士
山
の
麓
の
裾

野
で
計
画
し
た
。主
君
の
源
頼
朝
か
ら
巻
狩
の
総
奉
行
を
命
じ
ら
れ
た
工
藤
祐
経
。仮
屋
の
建
て
方
を
行
う
為
に
儀
式
を
行
う
。列
席
に
は
工
藤
祐
経
を
親
の
仇
と
狙
う
曽
我
十

郎
・
五
郎
兄
弟
も
居
る
。柱
建
は
建
築
現
場
で
初
め
て
柱
を
立
て
る
儀
式
を
行
う
め
で
た
い
物
で
上
等
飾
り
や
か
け
や（
木
槌
）大
工
道
具
な
ど
使
用
し
て
め
で
た
く
演
じ
ら
れ
た
。

　兄
頼
朝
か
ら
謀
反
人
と
疑
わ
れ
、源
義
経
は
弁
慶
を
先
達
に
山
伏
姿
へ
変
装
し
、奥
州
の
藤
原
秀
衡
を
頼
っ
て
落
ち
延
び
よ
う
と
し
た
。加
賀
国
安
宅
の
関
に
差
し
か
か
っ
た

一
行
、幕
府
か
ら
関
守
と
な
る
に
な
る
よ
う
命
ぜ
ら
れ
た
は
富
樫
左
衛
門
。一
行
は
東
大
寺
再
建
の
勧
進
を
す
る
山
伏
だ
と
言
っ
て
関
を
通
ろ
う
と
す
る
が
、富
樫
は
そ
の
趣
旨

を
書
い
た
勧
進
帳
を
読
む
よ
う
に
言
う
。弁
慶
は
と
っ
さ
に
背
負
っ
た
笈
の
中
か
ら
巻
物
を
取
り
出
し
、勧
進
帳
ら
し
い
文
句
を
読
み
上
げ
る
。富
樫
は
本
物
の
山
伏
か
ど
う
か
確

か
め
る
が
、弁
慶
は
難
な
く
見
事
に
答
え
る
の
だ
っ
た
。

　武
蔵
国
本
郷
円
塚
山
近
く
八
犬
士
の
一
人
犬
塚
信
乃
の
妻
・
浜
路
は
夫
の
手
か
ら
浪
人
に
奪
わ
れ
た
宝
刀
村
雨
丸
の
奪
還
を
試
み
る
が
、逆
に
刺
さ
れ
て
し
ま
う
。そ
こ
に

浜
路
の
実
の
兄
・
犬
山
道
筋
が
現
れ
、浪
人
を
斬
り
倒
し
た
。浜
路
は
道
節
に
村
雨
丸
を
夫
へ
届
け
る
こ
と
を
懇
願
す
る
も
叶
わ
ず
息
絶
え
た
。そ
こ
に
信
乃
の
盟
友
・
犬
川
荘

助
が
現
れ
村
雨
丸
を
巡
り
道
節
と
討
合
と
な
る
が
、道
節
は
火
遁
の
術
で
身
を
く
ら
ま
せ
た
。や
が
て
二
人
は
同
じ
犬
士
で
あ
る
こ
と
を
知
り
物
語
は
新
し
い
犬
士
た
ち
と
の
出

会
へ
と
展
開
し
て
い
く
の
で
あ
っ
た
。

　後
三
年
の
役
、出
羽
の
清
原
氏
後
継
者
争
い
か
ら
端
を
発
す
る
。鎌
倉
景
政
は
齢
十
六
歳
、最
前
線
で
右
目
を
射
抜
か
れ
る
が
、そ
の
敵
に
矢
を
射
か
け
討
ち
取
り
陣
に

戻
っ
た
と
い
う
。刺
さ
っ
た
矢
を
抜
こ
う
と
同
輩
の
三
浦
平
太
郎
為
次
が
、景
政
の
顔
を
踏
ん
だ
と
こ
ろ
激
怒
、倒
れ
た
ま
ま
為
次
を
刀
で
突
き
刺
そ
う
と
し
た
。「
弓
矢
で
死
ぬ
の

は
武
士
と
し
て
本
望
。し
か
し
顔
を
踏
み
に
じ
ら
れ
る
の
は
堪
え
か
ね
る
。汝
を
仇
と
し
て
死
の
う
。」戦
い
に
命
を
懸
け
、名
誉
を
重
ん
じ
る
景
政
の
言
動
は
、武
士
の
鑑
と
し
て
賞

賛
さ
れ
、大
い
に
面
目
を
施
し
た
。

　甲
斐
の
武
田
信
玄
と
越
後
の
上
杉
謙
信
が
北
信
濃
の
支
配
権
を
め
ぐ
り 

一
五
五
三
年（
天
文
ニニ
年
）か
ら
一
五
六
四
年（
永
禄
七
年
）に
か
け
て
、五
度
に
わ
た
り
戦
っ
た

の
が
川
中
島
の
合
戦
で
あ
る
。

　第
四
次
合
戦
で
は
妻
女
山
に
陣
取
っ
た
謙
信
は
夜
陰
に
紛
れ
て
山
を
下
り
、八
幡
原
に
本
陣
を
構
え
た
武
田
軍
の
前
に
深
い
霧
の
中
か
ら
現
れ
る
。謙
信
は
信
玄
め
が
け
て

切
り
込
み
三
度
太
刀
を
浴
び
せ
、信
玄
は
手
に
し
て
い
た
軍
配
で
太
刀
を
受
け
止
め
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。こ
れ
が
世
に
伝
わ
る
両
雄
一
騎
討
ち
の
場
面
で
あ
る
。
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